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平
成
二
十
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
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消
し
た
は
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決
め
つ
け
な
い
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も
う
一
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平
成
二
三
年
度(

第
八
三
回)

秋
田
県
殉

職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
が
、
八
月
二
四

日(

水)

午
前
一
一
時
か
ら
秋
田
市
千
秋
公

園
本
丸
の
「
八
幡
秋
田
神
社
」
に
お
い
て
、

秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と
な
り
執
り
行

わ
れ
た
。
例
年
は
同
所
「
殉
職
消
防
組
員

招
魂
碑
」
に
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年

は
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽

隣
接
す
る
「
八
幡
秋
田
神
社
社
殿
」
で
行

わ
れ
た
。 

　
祭
場
に
は
、
今
年
一
月
一
五
日
に
発
生

し
た
住
宅
火
災
の
消
火
活
動
中
に
倒
れ
た

井
川
町
消
防
団
分
団
長
故
浅
野
龍
夫
様
が

新
た
に
合
祀
さ
れ
、
合
わ
せ
て
四
五
柱
が

祀
ら
れ
た
。
ま
た
、
慰
霊
祭
に
は
、
ご
遺

族
の
方
一
四
名
の
ほ
か
ご
来
賓
、
消
防
協

会
役
員
な
ど
五
〇
名
が
参
列
し
た
。 

　
慰
霊
祭
は
、
招
魂
な
ど
の
神
事
の
後
、

中
泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
「
こ

こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
御
霊
は
郷
土
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
我
が
身
の
危
険
を
も
顧

み
ず
、
果
敢
に
そ
の
職
責
を
果
た
し
、
不

幸
に
し
て
そ
の
職
務
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々

で
あ
り
、
今
日
の
秋
田
の
繁
栄
と
生
活
の

安
定
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
消
防

人
は
諸
霊
の

ご
加
護
の
も

と
、
一
致
団

結
し
て
災
害

を
防
止
し
、

地
域
住
民
の

安
全
・
安
心

の
た
め
更
な
る

努
力
を
誓
う
」

と
祭
主
祭
文
を

奉
上
し
た
。 

　
堀
井
啓
一
秋

田
県
副
知
事
は

来
賓
を
代
表
し

て
「
諸
霊
が
身

を
も
っ
て
示
さ

れ
た
崇
高
な
精

神
と
果
敢
な
行

動
は
、
本
県
消

防
人
の
誇
り
で

あ
り
、
今
も
私

た
ち
の
心
に
生

き
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
そ

の
御
遺
志
に
応

え
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
消
防
力
の
充

実
や
、
こ
の
度
の
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
、
県
民
の

安
全
と
平
穏
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
」
と
慰
霊
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。 

　
続
い
て
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
中
泉
会

長
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
大
館
市
の
松
山

憲
子
様
、
ご
来
賓
の
方
々
が
御
霊
の
冥
福

を
祈
っ
た
。
最
後
に
送
魂
の
神
事
が
行
わ

れ
、
慰
霊
祭
を
終
え
た
。 

     

　
秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。 

　
今
年
も
、
八
月
二
四
日(

水)

開
催
の
「
平

成
二
三
年
度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
」

に
先
立
ち
、
八
月
二
二
日(

月)

に
九
二
名

の
入
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 

　
清
掃
は
、
本
間
稔
学
校
長
の
訓
辞
に
続

き
、
参
加
者
全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
向
か

い
黙
祷
を
献
げ
た
後
、
始
め
ら
れ
た
。 

　
入
校
生
は
、
碑
内
の
玉
石
を
移
動
さ
せ

て
枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
た
り
、
碑
周

囲
の
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い
た
ほ
か
、
碑

に
付
着
し
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ
を
水
を
か

け
て
ブ
ラ
シ
で
洗
い
流
し
た
。 

　「
招
魂
碑
」

は
見
違
え
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
第

六
五
期
入
校

生
九
二
名
の

皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

新
た
に
一
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を
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祀

新
た
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一
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合
祀 
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う
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う

　
災
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防
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と
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六
五
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教
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校
生
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六
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殉
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消
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組
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招
魂
碑
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殉
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組
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五
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教
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入
校
生 

殉
職
消
防
組
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碑
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清
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秋
田
県
消
防
学
校 
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住
宅
火
災
の
消
火
中
に
殉
職
さ
れ
た
井

川
町
消
防
団
分
団
長
故
浅
野
龍
夫
様
の
慰

霊
式
が
、
七
月
二
五
日
（
月
）
午
後
二
時

三
〇
分
か
ら
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
秋
田
県
消
防
協
会
の
主

催
で
挙
行
さ
れ
、
ご
遺
族
を
始
め
井
川
町

長
齋
藤
正
寧
様
、
秋
田
県
総
務
部
総
合
防

災
課
長
佐
藤
昇
様
、
日
本
消
防
協
会
理
事

長
秋
本
敏
文
様
、
井
川
町
消
防
団
や
秋
田

県
消
防
協
会
の
関
係
者
な
ど
五
〇
名
が
参

列
し
た
。 

　
故
浅
野
分
団
長
は
、
一
月
一
五
日
（
土
）

午
後
七
時
二
七
分
頃
、
井
川
町
北
川
尻
字

海
老
沢
村
地
内
で
発
生
し
た
住
宅
火
災
の

消
火
活
動
の
た
め
、
同
三
二
分
頃
詰
所
よ

り
他
二
名
と
出
動
し
、
同
三
七
分
頃
筒
先

を
担
当
し
、
消
火

活
動
を
開
始
し
た

が
、
同
五
五
分
頃

倒
れ
て
い
る
の
を

発
見
さ
れ
た
。
直

ち
に
救
急
搬
送
さ

れ
た
が
、
同
日
午

後
九
時
二
〇
分
に

医
師
に
よ
り
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。 

　
慰
霊
式
は
、
殉

職
さ
れ
た
故
浅
野

分
団
長
に
黙
祷
を

献
げ
た
後
、
中
泉

松
之
助
秋
田
県
消

防
協
会
長
が
「
故

浅
野
様
が
最
後
ま

で
勇
猛
果
敢
に
職

責
を
全
う
さ
れ
た

姿
は
、
消
防
人
の

み
な
ら
ず
地
域
の

方
々
が
等
し
く
賛
辞
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
消
防
人
一
同
、
大
変
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
が
、
突
然
家
族
を
失
っ
た
ご

遺
族
の
胸
中
を
お
察
し
す
る
と
き
、
お
慰

め
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ

の
慰
霊
式
を
機
に
、
地
域
住
民
の
安
心
安

全
の
確
保
の
た
め
、
一
層
精
進
す
る
こ
と

を
誓
う
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。 

　
日
本
消
防
協
会
秋
本
理
事
長
は
、
ご
遺

族
に
「
顕
彰
状
」「
弔
慰
金
及
び
弔
慰
救
済

金
」
の
目
録
を
手
交
さ
れ
た
後
「
一
家
の

大
黒
柱
を
突
然
失
わ
れ
た
ご
遺
族
の
方
々
、

頼
も
し
い
仲
間
を
失
っ
た
団
員
の
深
い
悲

し
み
を
思
え
ば
、

お
慰
め
の
言
葉
も

あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
消
防
協
会
と
し

て
も
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
の
お
力

添
え
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
を
さ
れ
た
。 

　
慰
霊
式
は
、
こ
の
後
、
献
花
、
ご
遺
族

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
て
終
え
た
。 

    

　
秋
田
県
消
防
協
会
第
二
回
理
事
会
は
八

月
二
四
日
（
水
）、
平
成
二
三
年
度
殉
職
消

防
職
・
団
員
慰
霊
祭
修
了
後
、
秋
田
市
中

通
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
主

な
協
議
事
項
、
報
告
事
項
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
。 

　
協
議
事
項 

①
日
本
消
防
協
会
表
彰
の
上
申 

　
　
ま
と
い
、
表
彰
旗
、
竿
頭
綬
な
ど
の

表
彰
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
内
申
の
と

お
り
上
申
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
婦
人

消
防
隊
に
関
す
る
内
申
は
な
か
っ
た
。 

②
秋
田
県
消
防
協
会
表
彰 

　
　
勤
続
章
と
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
功

労
章
は
、
各
支
部
か
ら
上
申
の
と
お
り

授
与
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。 

③
全
県
消
防
団
長
研
修
等 

　
　
全
県
消
防
団
長
研
修
と
女
性
消
防
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
次
の
日
程
で

開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。 

　
■
全
県
消
防
団
長
研
修 

　
　
　
平
成
二
三
年
一
一
月
二
五
日
（
金
） 

　
■
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

　
　
　
平
成
二
四
年
二
月
九
日
（
木
） 

④
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

秋
田
大
会 

　
■
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
基
本
方
針 

　
　
秋
田
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
等
に

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
秋

田
」
に
こ
だ
わ
っ
た
「
秋
田
ら
し
い
大

会
」
に
す
る
よ
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

情
報
交
流
会
等
を
企
画
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
。 

　
■
香
川
大
会 

　
　
香
川
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ

る
「
次
回
大
会
の
紹
介
」
の
デ
ザ
イ
ン

を
選
考
し
た
。 

　
報
告
事
項 

①
消
防
団
員
研
修 

　
　
次
の
研
修
が
秋
田
県
消
防
学
校
で
開

講
さ
れ
ま
す
の
で
、
団
員
の
多
く
が
受

講
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

研　修　名 開　　催　　日 

女性消防団員研修 
（新規） 

平成23年10月29（土）～ 
30日（日） 

消防団員指導員研修 
平成23年11月26日（土）～ 

27日（日） 

消 防 団 幹 部 研 修 
平成24年１月21日（土）～ 

22日（日） 

消 防 団 基 礎 研 修 
平成24年２月18日（土）～ 

19日（日） 

井
川
町
消
防
団

井
川
町
消
防
団  

　
故
浅
野
分
団
長
慰
霊
式
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井
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農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
井
川
町
農
村
環
境
改
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セ
ン
タ
ー 

井
川
町
消
防
団  

　
故
浅
野
分
団
長
慰
霊
式 

　
　
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

第
二
回
理
事
会 

秋
田
県
消
防
協
会 

第
二
回
理
事
会 

秋
田
県
消
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会 
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「
新
兵
の
一
年
」 

 

　
「
放
水
は
じ
め
！
」
こ
れ
が
私
の
久
し

ぶ
り
に
出
し
た
大
声
で
あ
り
、
私
の
消
防

人
生
の
始
ま
り
で
し
た
。 

　
私
は
、
二
年
前
に
井
川
町
に
帰
郷
し
、

下
は
一
三
歳
か
ら
上
は
一
〇
四
歳
ま
で
の
、

ま
れ
に
見
る
大
家
族
の
一
員
と
な
り
、
今

ま
で
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て
い

た
祖
父
の
よ
う
に
、
私
に
も
何
か
出
来
る

事
は
無
い
か
と
い
う
気
持
ち
と
、
地
元
の

悪
友
の
強
す
ぎ
る
勧
誘
に
よ
り
、
入
団
致

し
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
消
防
団
と
は
ど

ん
な
も
の
か
ま
っ
た
く
理
解
し
な
い
ま
ま
、

た
だ
や
る
気
と
酒
を
飲
め
る
だ
け
の
団
員

で
し
た
。 

　
そ
ん
な
私
が
始
め
て
消
防
団
ら
し
い
活

動
を
し
た
の
が
、
出
初
め
式
で
し
た
。「
か

し
ら
〜
中
」
な
ん
の
こ
と
か
解
ら
ず
、
ま

わ
り
に
あ
わ
せ
、
頭
を
動
か
し
、
な
に
く

わ
ぬ
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の

活
動
も
、
変
化
も
無
く
、
月
日
だ
け
が
過

ぎ
て
行
き
、
何
だ
か
自
分
が
情
け
な
く
な
っ

て
い
た
時
で
し
た
、「
だ
れ
か
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
大
会
出
場
し
て
人
い
る
が
〜
」 

　
私
は
迷
わ
ず
手
を
上
げ
ま
し
た
。「
早

く
自
分
も
分
団
の
一
員
に
な
り
た
い
」
と

い
う
思
い
と
、
情
け
な
い
自
分
と
決
別
す

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
幸
い
先
輩
が
た

の
助
け
船
も
あ
り
、
何
と
か
出
場
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
始
ま
っ
て
み
る
と
、
と
て
も

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
う
行
動
に
は
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

土
と
一
体
化
し
、
汗
ま
み
れ
、
指
の
先
ま

で
注
意
さ
れ
、
走
り
出
す
際
は
、
コ
ブ
シ

を
腰
に
当
て
て
か
ら
走
り
出
す
、
新
兵
の

私
に
は
、
意
味
さ
え
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ

ひ
た
す
ら
駆
け
抜
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
訓
練
が
終
わ
る
と
反
省

会
と
い
う
名
を
借
り
た
晩
酌
。
こ
れ
も
中
々

強
烈
で
し
た
。
消
防
団
名
物
な
の
か
、
ス

ル
メ
を
入
れ
た
骨
酒
、
味
を
覚
え
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
芳
醇
な
香
り
と
、
絡
み
つ

く
喉
ご
し
、
一
杯
が
、
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

ス
ル
メ
を
入
れ
た
は
ず
な
の
に
、
茹
で
た

タ
コ
み
た
い
に
な
る
顔
、「
記
憶
に
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
」
日
課
に
な
り
そ
う
な
言
葉

で
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
ん
な
苦
し
い
訓
練
に
も
、

災
害
時
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
自
分
自
身
も
守
る
も
の
だ
と
教
え
ら

れ
る
と
、
私
は
、
改
め
て
消
防
団
員
な
ん

だ
と
自
覚
致
し
ま
し
た
。
大
会
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
先
輩
団
員
の
熱
の
入
っ
た
指
導
、

痛
む
体
、
過
酷
な
も
の
で
し
た
が
、
選
手

達
の
一
体
感
は
、
日
々
増
し
て
行
き
、
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。
本
番
直
前
、
初
め
て

の
大
会
と
自
身
の
自
信
の
無
さ
か
ら
か
、

緊
張
で
体
が
硬
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ふ
と
目
を
上
げ
る
と
、
指
揮

者
の
先
輩
と
目
が
合
い
ま
し
た
。
に
っ
こ

り
笑
う
と
先
輩
は
声
を
出
さ
ず
、「
大
丈
夫
」

と
頷
き
ま
し
た
。
そ
の
安
心
感
に
か
け
ら

れ
た
言
葉
や
、
積
み
あ
げ
た
訓
練
を
思
い

出
し
、
私
の
中
の
緊
張
が
一
瞬
で
自
信
と

闘
志
に
変
わ
り
、
本
番
を
向
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
大
会
で
は
入

賞
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大

会
を
と
お
し
て
自
分
達
の
役
割
、
責
任
感
、

そ
し
て
、
仲
間
と
共
に
力
を
合
わ
せ
る
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
か

の
為
に
行
う
行
動
を
損
得
勘
定
で
考
え
が

ち
な
中
、
人
を
思
い
や
り
、
助
け
合
う
事

が
一
番
大
切
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
三
月
の
震
災
時
、
町
内
の
高
齢
者

宅
に
安
否
と
家
屋
の
確
認
活
動
を
行
っ
た

際
、「
お
〜
い
、
い
だ
が
〜
」「
あ
い
〜
わ

ざ
わ
ざ
見
回
り
に
け
で
、
あ
り
が
と
う
」

大
変
う
れ
し
く
、
や
る
気
に
な
る
言
葉
で

す
。
こ
の
言
葉
と
消
防
団
員
の
地
域
を
愛

す
気
持
ち
は
、
い
つ
で
も
輪
に
な
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。「
全
国
的
に
消
防
団
員

の
減
少
、
団
員
の
確
保
が
最
大
の
課
題
」

と
言
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
入
団
を

考
え
て
い
る
方
、
興
味
が
有
る
方
、
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
一
言
だ
け
、「
大
丈
夫
！
」 

　
私
た
ち
は
仲
間
と
苦
労
し
、
仲
間
と
悩

み
、
仲
間
と
語
ら
い
、
仲
間
と
共
に
笑
っ

て
い
ま
す
。
私
は
消
防
団
員
に
な
れ
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
入
団
二
年
目
の

若
輩
者
の
私
で
す
が
、
こ
の
誇
り
を
胸
に

掲
げ
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
を
思
い
や
り
、

「
大
丈
夫
」
と
安
心
感
を
届
け
、「
放
水
は

じ
め
！
」
声
を
響
か
せ
、
活
動
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(二)
 

第七回 

遠
間
　
　
功 

　
・
井
川
町
消
防
団

団
員 

　
・
勤
続
二
年 

　
・
会
社
員 

　
平
成
二
二
年
一
月
井
川
町
消
防
団
第

二
分
団
に
入
団
。 

　
地
元
に
貢
献
す
る
事
を
常
日
頃
心
に

思
い
、
地
域
防
災
活
動
に
於
い
て
は
、

団
員
や
友
人
と
深
く
考
え
、
熱
く
語
り

積
極
的
に
行
動
す
る
第
二
分
団
き
っ
て

の
若
手
の
ホ
ー
プ
的
存
在
で
あ
る
。 

　
昨
年
の
井
川
町
消
防
操
法
大
会
で
は
、

選
手
宣
誓
を
務
め
、
競
技
で
は
惜
し
く

も
入
賞
出
来
ず
、
今
年
の
大
会
で
の
リ

ベ
ン
ジ
に
燃
え
練
習
に
練
習
を
重
ね
、

日
々
躍
進
し
て
い
る
。 

井
川
町
消
防
団  

　
故
浅
野
分
団
長
慰
霊
式 

　
　
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 
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「
あ
の
決
意
か
ら
今
」 

 

　
始
め
に
先
の
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
方
、
そ
し
て
殉
職
、

ま
た
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
我
々
の

仲
間
、
二
百
四
十
九
人
に
深
く
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
私
が
三
十
三
年
前
に
消
防
団
に

入
っ
た
い
き
さ
つ
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
昭
和
五
十
一
年
、
土
崎
港
の
工
場
で
大

火
災
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
家
は
隣
で
食

堂
を
営
ん
で
お
り
、
工
場
は
お
得
意
さ
ん

で
し
た
。 

　
午
後
八
時
を
回
っ
た
頃
、
子
供
を
風
呂

に
入
れ
て
い
た
時
、
窓
の
外
を
赤
色
灯
を

回
し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
た
消
防
車
が

通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。 

　
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
か

ら
「
す
ぐ
近
く
だ
。」
と
、
思
っ
た
私
は
子

供
を
家
内
に
預
け
、
降
り
続
く
雪
と
突
風

の
中
、
慌
て
て
い
た
の
か
、
サ
ン
ダ
ル
履

き
で
会
社
構
内
に
走
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
父
は
自
宅
屋
根
に
上
っ
て
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、
祖
母
は
孫
を
お
ん
ぶ
し
、
い
つ
で

も
逃
げ
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
工
場
は
ロ
ー
プ
を
製
造
し
て
い
る

会
社
で
し
た
の
で
機
械
や
床
に
は
油
が
染

み
こ
ん
で
お
り
、
風
呂
場
か
ら
出
火
し
た

火
は
廊
下
伝
い
に
拡
大
し
工
場
に
到
達
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
粉
々
に
な
っ
た
窓
ガ
ラ
ス
が
飛
び
出

し
て
き
ま
し
た
。
危
険
だ
と
思
い
退
却
し

た
の
で
す
が
、
私
の
家
の
す
ぐ
裏
に
警
戒

線
が
張
ら
れ
た
為
に
二
度
と
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
戒
線
の
中

で
は
、
地
元
の
消
防
団
員
達
が
懸
命
の
消

火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

中
、
ホ
ー
ス
が
凍
っ
て
し
ま
い
思
う
よ
う

に
曲
が
ら
ず
、
放
水
で
き
な
い
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
私
は
近
づ

い
て
手
伝
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
消
防

団
員
で
な
い
為
に
警
戒
線
よ
り
中
に
は
立

ち
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
の
時
の
歯
が
ゆ
い
思
い
が
「
自
分
も

消
防
団
に
入
る
」
と
強
く
決
意
さ
せ
た
の

で
す
。 

　
そ
し
て
、
入
団
を
希
望
し
実
際
に
入
団

で
き
た
の
は
夏
に
行
わ
れ
る
消
防
操
法
大

会
の
選
手
が
一
人
足
り
な
い
た
め
で
し
た
。

理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、
入
団
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。 

　
そ
し
て
消
防
団
の
一
員
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
わ
け
で
す
が
、
入
団
当
初
は
、

家
の
近
く
を
消
防
車
が
通
る
と
分
団
長
に

電
話
を
掛
け
て
、
出
場
の
要
否
に
つ
い
て

聞
い
て
い
ま
し
た
。
各
分
団
に
は
出
場
管

轄
が
決
ま
っ
て
い
て
何
処
の
災
害
で
も
全

て
出
場
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
後
か
ら

知
り
ま
し
た
。 

　
あ
の
と
き
の
決
意
か
ら
、
早
い
も
の
で

来
年
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
今
は
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な

い
こ
と
が
平
和
で
あ
り
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
団
員
は
火
災
だ
け
で
な
く
、
多
種

多
様
な
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

る
た
め
に
出
場
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
な
っ
た
今
の
時

代
、
消
防
団
に
入
団
、
ま
た
は
消
防
団
活

動
が
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
若
い
人
達
に
は
、
自
分
の
家

族
や
周
り
の
人
、
そ
し
て
地
域
全
体
を
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
消
防
団
の
心
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
が
入
団
し

て
く
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
終
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

「
最
後
の
ポ
ン
プ
車
操
法
」 

 

　
私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
一
一
年
目
に

な
り
ま
す
。
入
団
の
き
っ
か
け
は
、
と
う

ふ
屋
の
兄
さ
ん
に
、「
う
ち
の
町
内
は
四

年
で
交
代
で
き
る
か
ら
何
と
か
頼
む
」
と

言
わ
れ
「
四
年
位
な
ら
ま
ぁ
い
い
か
」
と

軽
い
気
持
ち
で
入
団
を
決
め
ま
し
た
。 

　
一
年
目
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
も
わ

か
ら
ず
、
た
だ
足
で
ま
と
い
に
な
る
ば
か

り
、
ま
し
て
や
操
法
練
習
中
は
終
わ
れ
ば

反
省
会
と
称
し
て
酒
飲
み
で
す
。
当
時
の

私
は
ビ
ー
ル
の
大
ビ
ン
一
本
飲
む
の
が
や
っ

と
で
参
加
す
る
の
が
練
習
よ
り
も
き
つ
か
っ

た
で
す
。 

鳥
海
　
一
房 

　
・
秋
田
市
消
防
団

副
団
長 

　
・
勤
続
三
二
年 

　
・
自
営
業 

　
秋
田
市
土
崎
港
地
区
で
食
堂
を
営
ん

で
お
り
、
地
元
の
人
達
と
の
ふ
れ
合
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
若
く
し
て
分
団
長
に
昇
格
、

団
員
を
統
率
し
秋
田
市
消
防
操
法
大
会

で
は
常
に
上
位
に
進
出
し
て
い
ま
す
。 

　
副
団
長
に
な
っ
た
今
も
前
線
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。 

菊
地
　
広
幸 

　
・
由
利
本
荘
市
消

防
団
　
分
団
長 

　
・
勤
続
一
〇
年 

　
・
会
社
員 

　
本
年
四
月
、
由
利
支
団
の
分
団
長
を

拝
命
。 

　
所
属
分
団
で
は
、
二
〇
年
余
り
を
共

に
し
た
ポ
ン
プ
車
が
、
今
年
、
小
型
ポ

ン
プ
へ
更
新
さ
れ
る
。 

　
入
団
以
来
、
会
社
員
と
し
て
勤
務
し

な
が
ら
訓
練
を
重
ね
、
引
き
継
い
で
き

た
ポ
ン
プ
車
操
法
は
、
最
後
の
年
と
な

る
た
め
、
大
会
へ
向
け
分
団
長
と
し
て
、

特
別
な
想
い
を
胸
に
日
々
訓
練
を
重
ね

て
い
る
。 
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操
法
員
に
選
ば
れ
た
の
は
入
団
二
年
目

で
し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
四
番
員
を
任

さ
れ
、
毎
日
必
死
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。 

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
自
分
へ
の
給
水
の
練
習

も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
操
法
大
会

で
は
練
習
の
成
果
が
あ
っ
て
か
準
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
ビ
ー
ル
は
格

別
に
う
ま
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
後
、
四
番
員
と
三
番
員
で
三
年
操
法

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
残
念
な
結

果
で
し
た
。 

　
四
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
交
代
だ
と
思
っ

て
い
る
と
「
班
長
を
や
っ
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
辞
め
る
に
辞
め
れ
ず
気
づ
け
ば
、
七

年
目
部
長
へ
と
昇
格
し
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
指
揮
者
と
し
て
ま
た
操
法
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
七
年
目
に
も
な
る
と
大
会
の
結
果
は
と

も
あ
れ
、
自
分
の
ポ
ン
プ
の
成
果
は
す
ご

い
も
の
で
飲
み
会
終
了
ま
で
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
は
我
が
部
の
ポ
ン
プ
車
も
最
後
の

大
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
で
き
る
こ

と
な
ら
ば
自
分
も
操
法
員
と
し
て
出
場
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
後
継
育
成

も
あ
っ
て
、
応
援
へ
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

結
果
は
二
位
で
し
た
と
言
っ
て
も
昨
年
は

我
が
分
団
の
二
台
し
か
ポ
ン
プ
車
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
一
部
の
方
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
分
団
と
し
て
市
の
大
会

へ
の
ぞ
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
は
分
団
と
し
て
市
の
大
会
へ

向
け
て
、
ま
た
更
に
練
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

　
一
秒
縮
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
ホ
ー
ス
が
転
が
る
か

な
ど
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
片
手
に
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
て
も
選
手
が

来
な
け
れ
ば
代
わ
り
の
団
員
が
練
習
に
参

加
し
選
手
も
団
員
も
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
疲
れ
は
、
ピ
ー
ク
に
達
し
整
骨
院
へ

通
う
も
の
、
シ
ッ
プ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
で
体

を
労
り
な
が
ら
練
習
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

　
市
の
選
考
会
で
は
見
事
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
皆
で
喜
び
を
わ
か
ち
あ

い
ま
し
た
。
泣
い
て
言
葉
に
な
ら
な
い
選

手
も
お
り
、
そ
の
涙
を
見
た
時
は
本
当
に

消
防
団
を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
、

こ
こ
に
男
達
の
熱
い
青
春
が
あ
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
支
部
の
選
考
会
、
疲

れ
を
忘
れ
目
指
す
は
県
大
会
で
す
。
弱
音

も
吐
か
ず
に
み
ん
な
心
を
一
つ
に
し
て
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
操
法
開

始
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
大
会
を
見
て
い

ま
し
た
。
見
て
い
る
か
ぎ
り
、
大
き
な
ミ

ス
も
な
く
、
よ
し
こ
れ
は
大
丈
夫
だ
と
団

員
み
ん
な
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果

は
残
念
な
が
ら
代
表
に
選
ば
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
れ
で
も
、
我
が
分
団
と
し
て
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
団
員
み
ん
な
一
つ

に
な
っ
て
練
習
を
し
て
き
た
の
で
自
分
に

は
最
高
の
一
本
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
謝

し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
今
年
の
大
会
で
す
が
由
利
支
団

と
し
て
も
ポ
ン
プ
車
は
最
後
で
あ
る
の
で
、

支
団
と
し
て
、
分
団
と
し
て
県
大
会
へ
行

け
る
よ
う
に
今
年
も
み
ん
な
一
致
団
結
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
そ
し
て
昨
年
、
忘
れ
て
き
た
物
を
必
ず

や
自
分
達
の
所
に
取
り
戻
し
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
消
防
団
の
熱
い
夏
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

日
々
の
練
習
も
大
事
で
す
が
、
自
分
の
給

水
の
方
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
熱
い
男
達

の
夏
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
こ
の
度
の
震
災
で
被
災
し
た

み
な
さ
ま
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年９月15日（毎月１回15日発行） №691
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佐
藤
　
　
亮 

　
大
館
市
消
防
本
部 

四
ヶ
月
が
経
過
し
て

篠
田
　
陽
介 

　
由

利

本

荘

市 

　
消
　
防
　
本
　
部 

仙
道
　
直
人 

　
湯
沢
雄
勝
広
域 

　
市
町
村
圏
組
合 

　
消
　
防
　
本
　
部 

第
六
五
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 

今
日
歩
大
会 

七
月
九
日
（
土
）
寒
風
山
〜
秋
田
大
学 

山
岳
訓
練 

七
月
二
一
日
（
木
）
秋
田
駒
ヶ
岳 

航
空
隊
合
同
訓
練 

七
月
二
二
日
（
金
）
消
防
防
災
航
空
隊
基
地 

今
野
　
広
貴 

　
に
　
か
　
ほ
　
市 

　
消
　
防
　
本
　
部 

吉
田
　
研
吾 

　
男
鹿
地
区
消
防 

　
一
部
事
務
組
合 

　
消
　
防
　
本
　
部 

     

　
第
六
五
期
初
任
教
育
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヶ

月
と
な
っ
た
。
入
校
生
は
、
九
月
一
三
日

の
学
校
長
査
閲
、
一
六
日
の
修
了
式
を
控

え
、
連
日
猛
暑
の
中
、
応
用
訓
練
等
に
励

ん
で
い
る
。 

　
今
月
は
、
校
外
で
の
訓
練
の
様
子
を
、

入
校
生
の
感
想
文
で
紹
介
す
る
。 

         

　
消
防
学
校
で
の
生
活
で
こ
れ
ま
で
様
々

な
行
事
が
あ
っ
た
が
、
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
先
日
行
わ
れ
た
今
日
歩
大
会

で
あ
る
。
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
長

い
距
離
、
そ
し
て
チ
ー
ム
四
人
一
緒
に
ゴ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
不

安
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
や
っ

て
み
る
と
大
変
で
は
あ
っ
た
が
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
な
が
ら
無
事
に
走
り
切
り
、

予
想
よ
り
も
遥
か
上
位
で
ゴ
ー
ル
で
き
た
。

ゴ
ー
ル
後
の
達
成
感
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ

た
と
同
時
に
、
仲
間
の
結
束
力
も
強
ま
り
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
。
こ
の
経
験

を
今
後
の
訓
練
、
人
生
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。 

       

　
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
一
度
に
走

る
距
離
と
し
て
は
最
長
だ
っ
た
四
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
道
の
り
。
単
独
で
走
る

の
で
は
な
く
、
四
人
一
チ
ー
ム
で
走
っ
て

ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
。
ス
タ
ー
ト

ま
で
は
た
く
さ
ん
の
期
待
と
不
安
が
入
り

交
じ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
怒
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
疲
れ
て
言
葉

も
出
な
か
っ
た
り
、
楽
し
い
事
や
面
白
い

事
よ
り
大
変
だ
っ
た
事
の
方
が
多
か
っ
た

事
は
確
実
で
す
が
、
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
完
走
し

た
こ
と
は
、

チ
ー
ム
に
と
っ

て
も
個
人
に

と
っ
て
も
良

い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。 

　
消
防
学
校

の
生
活
も
大

変
な
こ
と
は

多
い
で
す
が
、
同
期
と
一
緒
に
残
り
少
な

く
な
っ
て
き
た
期
間
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

         

　
私
自
身
あ
ま
り
登
山
を
し
た
経
験
が
無

く
、
山
の
上
か
ら
見
た
田
沢
湖
が
と
て
も

綺
麗
だ
っ
た
。
登
る
の
が
大
変
な
道
も
あ
っ

た
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
達
と
楽
し
く
登

る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
い
つ
も
の
部
屋

の
メ
ン
バ
ー
と
は
違
い
今
ま
で
あ
ま
り
話

し
た
事
が
無
か
っ
た
人
達
と
一
緒
に
泊
ま

る
事
で
い
い

刺
激
に
な
っ

た
。
残
り
の

二
ヶ
月
一
つ

一
つ
を
無
駄

に
し
な
い
よ

う
に
た
く
さ

ん
学
び
吸
収

し
た
い
。 

    

     

　
航
空
隊
員
の
訓
練
に
取
り
組
む
姿
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
迅
速
な
動
き
、

常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
に
臨
ん
で
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
日
々
の
訓

練
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ど
ん
な
現
場
で
も
冷

静
に
対
応
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
先
輩
達
の
取
り
組
む
姿
勢
を
見
習
い
、

今
後
の
訓
練
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

      

　
航
空
隊
合
同
訓
練
で
は
、
隊
員
一
人
一

人
の
活
気
あ
る
行
動
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
も
い
つ
か
は
し
っ
か
り
と
技
術
を
つ

け
て
、
航
空
隊
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
普
段
は
で
き

な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
消
防

人
生
を
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
が
更
に
強
ま

り
ま
し
た
。 

131 129

71

55 57
69

96
逃げ遅れ 

603人　58.9％ 

№691（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年９月15日（毎月１回15日発行）（６）



住宅用火災警報器の設置が義務化されました 
＝住宅用火災警報器は、早期に火災の発生を感知し、あなたに知らせます＝ 

　平成16年の消防法改正により、平成23年6月からは、すべての住宅を対象に住宅用火災警報器（以下「住

警器」という。）の設置が義務化されました。 

　本県の住警器の推定普及率は平成23年6月時点で62.3％（消防庁）と、全国平均の71.1％を大幅に下回っ

ています。 

　住警器を設置していない方は、是非、早期に住警器を設置しましょう。 

 

住宅火災の現況 
 

　住宅火災の現況や住警器の設置による効果について、消防白書や消防庁の資料により紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住警器の奏功事例 
 

　住警器が作動し、大事に至らなかった例を、秋田市消防本部の資料により紹介します。 

（人） 

（時） 

（平成21年中） 

時間帯別住宅火災の死者発生状況 
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（平成21年中） 

住宅火災の死に至った経過別死者発生状況 

逃げ遅れ 
603人　58.9％ 
逃げ遅れ 

603人　58.9％ 

その他 
342人　33.4％ 

着衣着火 
54人　5.3％ 

出火後再侵入 
24人　2.4％ 

住宅火災による死者 
1,023人 

設置なし 設置あり 

（人／火災100件） （平成19～21年中） 

０ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

37％の減 

住宅火災100件当たりの死者数 

7.5

4.7

■時間帯別の死者の発生状況 
　就寝時間帯が多い 

■住宅火災で死に至った原因 
　「逃げ遅れ」が59％ 

■住警器設置の効果 
　死者数は37％の減 

ぼや火災（平成22年６月） ぼや火災（平成22年６月） 

一般住宅（秋田市土崎港） 共同住宅（秋田市保戸野） 

たばこの吸い殻を寝室のゴミ箱に捨てたため、ゴミ箱から発
煙し煙感知器が発報、近くで球技の練習をしていた生徒がそ
の警報音に気づき、監督が119番通報するとともに火事ぶれを
行った。家人が火事ぶれを聞き、寝室のゴミ箱から火がでて
いるのを発見、浴室の水を掛けて消火した。 

ガステーブルの魚焼きグリルに火を付けて居間で眠ってしまっ
たため、魚焼きグリルから出火、住宅用火災・ガス漏れ複合
型警報器が発報した。隣人がその音声警報に気づき、火事ぶ
れを行い、火事ぶれを聞いた大家が119番通報するとともに魚
焼きグリルから火がでているのを発見、水道水を掛けて消火
した。 

部分焼火災（平成22年10月） 部分焼火災（平成23年４月） 

一般住宅（秋田市河辺和田） 共同住宅（秋田市楢山南中町） 

１階寝室で就寝していた家人が、設置していた住宅用火災警
報器の警報音に気づき、居間へ行ったところストーブのコン
セント付近から煙がでているのを発見した。ただちに火事ぶ
れを行い、家族がバケツで初期消火をしたが消火できなかっ
たため、自宅の電話で119番通報したもの。 

この共同住宅１階に住む大家が、住宅用火災警報器の警報音
に気づき廊下にでてみると、５号室の玄関上部から煙がでて
おり、玄関下部から水が流れでていたため、合鍵で５号室に入っ
たところ火災を発見し、台所の水道水を桶に汲み消火した。
また、新聞配達員が配達中に同事案に気づき119番通報したも
の。大家が火災を発見した時、火元者は在宅中であり、高齢
で気が動転して台所の前に立ちすくんでいたが、大家が初期
消火に成功した後、廊下へ避難していた。 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年９月15日（毎月１回15日発行） №691
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う 
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の
防
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動
の
安
全
を
誓
う 

平
成
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三
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度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭 

第
六
五
期
初
任
教
育
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殉
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災
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佐
竹
知
事
と
意
見
交
換 

＝
大
館
北
秋
田
支
部
＝ 

 

　「
知
事
と
語
る
・
村
な
か
街
か
ど
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
が
、
八
月
二
五
日
、
大
館
市
の
北

部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
、
佐
竹
知
事
が
、
県
政

課
題
に
つ
い
て
広
く
県
民
の
意
見
を
聞
く

も
の
で
、
大
館
北
秋
田
管
内
か
ら
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
消
防
団
、
自
主
防
災
組

織
、
社
会

福
祉
協
議

会
の
代
表

ら
七
人
が

参
加
し
、「
防

災
対
策
」

を
テ
ー
マ

に
提
言
し

ま
し
た
。 

　
北
秋
田

市
阿
仁
前

田
駅
前
自

治
会
長
・

山
田
金
成

さ
ん
は
、

一
九
年
水

害
を
振
り

返
り
「
自

助
努
力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
行
政
か
ら
の

き
め
細
か
い
情
報
が
必
要
。
防
災
無
線
に

あ
わ
せ
て
避
難
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
は

ど
う
か
。
行
政
は
机
上
の
計
画
で
な
く
、

現
場
で
住
民
の
声
を
拾
う
べ
き
だ
」
と
要

請
し
ま
し
た
。 

　
福
島
の
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
、

南
相
馬
市
か
ら
大
館
市
に
避
難
し
て
い
る

佐
藤
敏
行
さ
ん
は
、
ガ
ソ
リ
ン
確
保
に
苦

労
し
な
が
ら
大
館
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の

経
緯
を
伝
え
な
が
ら
「
状
況
が
分
か
ら
ず
、

と
に
か
く
情
報
が
欲
し
か
っ
た
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

　
震
災
復
興
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
を
企
画
し
た
蔦
谷
達
徳
さ
ん
は
「
何

が
必
要
か
分
か
ら
ず
、
当
初
は
被
災
地
か

ら
も
自
己
完
結
で
き
る
人
し
か
受
け
付
け

な
い
と
言
わ
れ
た
。
周
辺
自
治
体
が
受
け

皿
に
な
り
、
情
報
だ
け
集
め
て
派
遣
す
る

シ
ス
テ
ム
が
有
れ
ば
い
い
」
と
提
案
し
ま

し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
区
分
や
登
録
制
度
な
ど
の
在
り
方
を

検
討
し
た
い
」
と
前
向
き
な
考
え
を
示
し
、

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
「
災
害
時
に

使
う
拡
声
器
や
誘
導
旗
な
ど
、
動
き
や
す

い
体
制
づ
く
り
を
考
え
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

　
大
館
市

消
防
団
か

ら
参
加
し

た
渡
部
留

美
子
さ
ん
は
、「
普
段
交
流
の
な
い
様
々

な
立
場
の
か
た
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
話

し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
」
と
、
感
想

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
） 

意見交換会の様子 

大館市消防団 
渡部留美子さん 

平成23年 
（速報値） 

平成22年 
（確定値） 

同期比較 

８月 累計 累計 ８月 累計 

建　物 20 149 167 1 -18

林　野 4 17 13 3 4

車　輌 3 26 20 -1 6

その他 16 44 45 11 -1

合　計 43 236 245 14 -9

死者数 0 26 14 -1 12

負傷者数 5 41

年計 

235

13

27

57

332

20

58

８月 

19

1

4

5

29

1

5 47 0 -6
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